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はじめに 

 
本書は研究・技術計画学会 20周年記念「研究技術計画叢書」の一環として「技術進歩の

経済分析」に視点を据えた 1986年‐2005 年の 20 年間の代表的な発表を集約したものであ

ります。 
 
 対象は、国レベル、産業レベルおよび企業レベル、地方・大学レベル、技術レベルの 5
階層をなし、本書では国および産業レベルのマクロ的分析を上編に、企業、地方・大学お

よび技術レベルのミクロ的分析を下編に編集した。 
 各レベルは、次頁目次および xi ページ図 1 に示す 2～6 のイシューで構成されており、

発表論文は各イシューに従って、古いものから順に編集されています。 
  
 研究開発投資の生産性、収益性の低下が指摘され、その改善が緊要とされている中で、

欧米に比して立ち遅れた「技術進歩の経済分析」の研究・教育に本書が有効に活用される

ことを願っています。 
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